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（４） この問題用紙及び下書き用紙は持ち帰って結構です。
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（入試問題は、４ページからです。）
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（入試問題は、４ページからです。）
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問題１ 資料1‒1、資料1‒2を読んで、以下の（１）から（３）の問いに答えなさい。

（１） 資料1‒1に書かれている、子どもの幸福度を評価するための３つの項目を日本語で答
えなさい。また、３つの項目のうち、日本において順位が前回調査から変わらなかっ
た項目を日本語で答えなさい。

（２） 日本において、子どもの幸福度の順位が前回調査から上昇した理由について述べられ
ている箇所を、資料1‒1から２つ抜き出し、和訳しなさい。

（３） 資料1‒2を読み、子どもの幸福度を評価するための３つの項目の順位に関して、下記
の①と②それぞれの３ヵ国に共通する特徴を日本語で述べなさい。
① オランダ、デンマーク、フランス
② 日本、韓国、スロベニア

問題２ 資料2‒1、資料2‒2を読んで、以下の（１）、（２）の問いに答えなさい。

（１） 資料2‒1は、１０歳～１４歳を対象に、孤独感（質問「あなたはどの程度、孤独であると
感じることがありますか。」）を尋ねた結果を表している。性別や年齢による違い����������に着
目して、資料2‒1から読み取れることを１５０字以内で述べなさい。

（２） 資料2‒2は、１０歳～３９歳を対象に、“家庭”、“学校”、“地域”、“インターネット空間”
の４つの場ごとに、“安心できる場所になっている”、“相談できる人がいる”、“助け
てくれる人がいる” の３項目について、肯定的な回答（「そう思う」＋「どちらかとい
えば、そう思う」）をした者の割合を示している。他の場と比較して、“地域”��� の特徴
を２００字以内で述べなさい。

問題３ 資料3を読んで、以下の（１）から（４）の問いに答えなさい。

（１） 空欄（Ａ）に入る「人によってそれぞれ違うこと」を表す四字熟語を答えなさい。
（２） 空欄（Ｂ）から（Ｄ）について、適切な漢字二文字を入れ、慣用句を完成させなさい。
（３） 下線部の自分の仮説とは何か、本文中の言葉を用いて述べなさい。
（４） 「朋輩組」を含む海部町のコミュニティの特徴を、本文中の言葉を用いて３０字以内で

述べなさい。

―４―



問題４ 日本の子どもの幸福度を向上させるための具体的な取り組みを提案し、その理由も合
わせて５００字以上６００字以内で述べなさい。ただし、提案の理由は資料1‒1・資料1‒2・
資料2‒1・資料2‒2・資料3の５点のうち２点以上����を参考にし、資料の内容にふれつつ
述べなさい。また、参考にした資料が分かるように明記しなさい（例：資料1‒1より、…）。

―５―



Japan came 14th among 36 developed countries in a new child well-being survey, up from 20th

in the previous survey released in 2020, a report by a UNICEF research institute showed

Wednesday.

The UNICEF Innocenti report comprehensively evaluated children’s mental well-being, physical
health and skills.

In the latest rankings, based on data as of 2022, Japan topped the list of surveyed countries,

mostly member states of the Organization for Economic Cooperation and Development, in the

physical health category, unchanged from the previous rankings.

Japan ranked 32nd in the mental well-being category, up from 37th, and 12th in the category of

skills, up from 27th.

Aya Abe, head of Tokyo Metropolitan University’s Research Center for Child and Adolescent

Poverty, attributed the improvements to the short period of school closures during

the COVID-19 pandemic and the improved economic situations of households with children.

Top positions in the latest overall rankings were held by the Netherlands, Denmark and other

European countries. The United States and Australia were excluded from the rankings due to

a lack of data.

Life satisfaction among 15-year-olds declined in most surveyed countries. Few countries saw

improvements, with only three countries seeing an increase in the share of students with basic

academic skills.

An official of the UNICEF research institute suggested that long-term school closures due to

the pandemic have had a major impact on children’s lives.

（出典） “ Japan ranks 14th in UNICEF child well-being survey ”, The Japan Times, May 14, 2025.

comprehensively 包括的に
evaluate （…を）査定する、評価する
Research Center for Child and Adolescent Poverty 子ども・若者貧困研究センター
attribute （…に）帰する
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A league table of child well-being

Rank Country Mental health Physical health Skills
1 Netherlands 1 4 11
2 Denmark 3 3 8
3 France 11 2 9
4 Portugal 2 10 22
5 Ireland 24 11 1
6 Switzerland 13 7 6
7 Spain 4 25 16
8 Croatia 9 31 3
9 Italy 8 16 23
10 Sweden 14 13 14
11 Hungary 6 30 13
12 Austria 16 20 7
13 Slovenia 28 18 2
14 Japan 32 1 12
15 Lithuania 20 17 17
16 Romania 5 32 26
17 Finland 21 23 18
18 Czechia 25 5 31
19 Canada 23 24 21
20 Slovakia 12 29 27
21 United Kingdom 27 22 15
22 Iceland 26 6 28
23 Latvia 22 15 32
24 Greece 7 27 35
25 Germany 18 14 34
26 Malta 15 21 36
27 Republic of Korea 34 28 4
28 Bulgaria 10 34 33
29 Poland 30 19 30
30 Estonia 33 26 24
31 Costa Rica 17 36 39
32 New Zealand 36 35 25
33 Colombia 29 39 38
34 Mexico 19 41 41
35 Türkiye 35 37 37
36 Chile 31 40 40

Australia n/a 33 20
Belgium n/a 8 5
Israel n/a 12 19
Norway n/a 9 10
United States n/a 38 29

（出典） UNICEF Innocenti ‒ Global Office of Research and Foresight, Innocenti Report

Card 19: Child well-being in an unpredictable world, UNICEF Innocenti, Florence, May

2025. p. 5（一部改変）
出題者注：濃い色は下位３分の１、中間の色は中位３分の１、薄い色は上位３分の１であるこ

とを示す。
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資料2‒2
家庭 学校

地域 インターネット空間

（出典） 内閣府政策統括官（政策調整担当）「こども・若者の意識と生活に関する調査 報告
書 令和５年３月」p. 19，p. 153（一部抜粋、改変）
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ほうばいぐみ

「朋輩組」とは、海部町に現存する江戸時代発祥の相互扶助組織である。類似の組織、たと
わかものぐみ

えば「若者組」などと呼ばれる地域の相互扶助組織はかつて近隣各地にあったが、現在も機能
しているのは「朋輩組」のみとされている。
メンバーは地域住民で、中学または高校を卒業した年頃の男子（近年は女性も）が加入する。

四、五歳の年齢幅で同世代のメンバーたちがグループを作り、それらグループが積み重なって
「朋輩組」全体を成している。この構造は「若者組」をはじめとする類似組織によく見られる
形態で、民俗学の分野では「年齢階梯型構造」と呼ばれている。年代が上がるにしたがって

こ わかい し わかい し

「下回り」「小若衆」「若衆」などと、組織内での役名と任務が変化する（図１）。
ふ しん

主たる活動は農業や漁業など生業にかかわる連携、地域の保安、普請（家屋の修繕）、冠婚
葬祭の手伝いなど、地域住民の日常生活に密着しており、メンバーが暮らすコミュニティと不
可分の関係にあると言ってよい。

図１ 「朋輩組」の構造と機能海部町の「朋輩組」には、いくつかのユニーク
な点がある。江戸時代から続く組織でありながら
会則と呼べるものはなきに等しく、入退会にまつ
わる定めも設けていない。他の類似組織はという
と、その多くが事実上の強制加入制であり、なお
かつよそ者の参入を頑として認めていない。近隣
地域にかつて存在した相互扶助組織では、「三代
続けてこの地に持ち家を有する家筋」にのみ入会
が許されていた。しかし「朋輩組」ではよそ者、
新参者であっても希望すればいつでも入会（退会
も）できるし、こうした歴史の長い組織には珍し
く女性の加入も拒まない。
また、先に述べた赤い羽根募金や老人クラブの

エピソードと同じように、入退会については個人の自由意思が最大限尊重されている。自分は
こうむ

入りたくないと言って拒む住民もいるが、そのことでなんら不利益を被ることがないというの
が注目すべき点である。このことは、他の類似組織との最大の相違点でもある。
他の類似組織の多くは閉鎖的構造を作り上げ、メンバーの均質性を高めることによって統制

という機能を強化している。これに対し「朋輩組」は、ミニマムルールによって弾力性の高い
構造を維持し、開放的で風通しがよく、来るものを拒まず、去るものを追わない。その結果と
して、メンバーたちの組織に対する考えやかかわり方、忠誠心などは（ Ａ ）となっている

ぜ

のだが、あえてそれらを是としている様子がうかがえるのである。

む じん

「朋輩組」の類似組織のひとつに、鎌倉時代発祥の相互扶助組織「無尽」がある。甲州地方
ひょうでん

に広く根づいている「無尽」は、国政選挙や地方選挙の票田としての機能が常態化しており、
その年に各地の「無尽」の世話役にあたった者が票の取りまとめ役として奔走したことがよく

資料3
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知られている。この点について同様のことがあったかどうか、私は海部町の「朋輩組」古株メ
ンバーに尋ねてみた。老人は、この質問に驚いた様子だった。
「誰に投票するかは、個人の自由や。人に強制やしたら、いまの言葉で言うたらなんじぇ、

や ぼ

ダサイ、ちゅうんか。野暮なことやと言われる」
いただ

赤く日焼けした顔に白髪を戴いた老人の、「個人の自由」という言葉を気負いなく口にする
いき

姿が粋だった。

海部町コミュニティの多様性重視の傾向について、もうひとつ紹介したいエピソードがある。
小中学校の特別支援学級の設置について、海部町と他町との間で意見が分かれているという

話を（ Ｂ ）に挟んだことがあった。特別支援学級とは、知的もしくは身体的に障がいを持
つ児童生徒に対し、特別な支援を行うための学級である。子どもたちの諸事情や成育段階に合
わせ、異なるニーズに丁寧に対応する教育を目指すとされている。この特別支援学級の設置に
ついて、近隣地域の中で海部町のみが異を唱えているというのである。
このことを話してくれた人は、海部町がそうした態度をとる背景には、障がいに対する偏見

が潜在しているのかもしれない、と言った。私はその場でのコメントは控えたが、海部町が異
を唱える理由について私なりの見当があった。
自分の仮説を確かめたくて、早くその場を去りたくてうずうずした。旅館の部屋に戻るなり、

海部町に住む知り合いの町会議員に電話をかけ、彼が先入観を持たないように慎重に言葉を選
んで尋ねた。これに対し、彼の説明は（ Ｃ ）抜けするくらい明快で、言葉によどみのない
のが印象的だった。彼は、特別支援学級の設置に反対する理由として、このようなことを言った。
他の生徒たちとの間に多少の違いがあるからといって、その子を押し出して別枠の中に囲い

こむ行為に賛成できないだけだ。世の中は多様な個性をもつ人たちでできている。ひとつのク
ラスの中に、いろんな個性があったほうがよいではないか。
私が抱いていた仮説は当たっていた。改めて彼自身の言葉によって裏付けられたことが嬉し

く、受話器から聞こえる淡々とした口調を聞きながら、（ Ｄ ）が晴れていくような爽快感
があった。

い ごこ ち よ まち じ さつりつ ひく わ け

（出典） 岡檀（著）「生き心地の良い町―この自殺率の低さには理由がある」、株式会社講談社、
２０１３年、pp.４２‒４６（一部改変）
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